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昭和20年代の奈良女子大学附属幼稚園の保育の実際
−試案「保育計画」、月案、『幼稚園の教育計画』を中心に−
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１）新見公立大学健康科学部健康保育学科

（2019年11月20日受理）

１．はじめに

筆者は、『日本における保育実践史研究―大正デモクラ
シー期を中心にー』において、奈良女子高等師範学校附属
幼稚園（以下、奈良女高師附幼）の大正元（1912）年度（開
園）・昭和13（1938）年度・昭和18（1943）年度の保育日
誌を中心に、戦前の保育の実際について考察した。その結
果、次のことが明らかになった。

大正元（1912）年度の保育の実際（内容・方法）１）は、入
園（開園）当初の11月は躾に重きをおきながら躾方と保育
4課目（遊戯・唱歌・談話・手技）を中心に、12月以後は保
育４課目を中心に各課目の個々の事項の充実に重点がお
かれていたと思われる。そして、保母が中心となって画一
的に指導されていた様子がうかがえる。特に、保育４課目
の中でも手技に関する事項が多く、繋ギ方・画キ方・排ベ
方・積ミ方・貼リ方・摺ミ方・豆細工といった手技の細
分化された各活動が他の各課目（遊戯・唱歌・談話）と同
じように重視されていたことがうかがえるとともに、フレ
ーベルの恩物系列的な手技の活動の名残が感じられる。東
京女子高等師範学校附属幼稚園では随意遊嬉２）を題目とし
て取り上げられているのに対して、奈良女高師附幼では保
育日誌に外遊びが行われていたことは記されているが、題
目として取り上げられていないことから、保育の内容とし

て位置付けられるほどには重要視されていなかったと考
えられる。しかし、自由遊戯（遊）、自由積ミ方（手）、自
由画キ方（手）等の事項から、保母が取り上げた活動の内
容に自由が尊重されていた様子がうかがえる。

昭和13（1938）年度の保育の実際（内容・方法）３）は、保
育６項目（談話・遊戯・手技・図画・唱歌・観察）を基盤
として自由遊び・会集・行事等の保育要目と、諸注意及び
反省・練習事項・国家的事項の訓練要目を柱立てに、保育
が行われていた様子がうかがえる。そして、各項目を非常
に丁寧に取り扱い、時には題材によって各項目を複合的に
取り扱いながら、課程保育を重視して保育されていた様子
がうかがえる。さらに、当時の主事であった森川正雄が紹
介したプロジェクト法が、七夕祭という主題に基づいて実
践されていた様子を垣間見ることができる。そして、自由
遊びも尊重されながら、子どもをなすがままにさせておく
のではなく、教師が計画的に取り扱いながら、子どもの主
体性と自由性を尊重して指導しようとしている様子がう
かがえる。また、保育要目においても訓練要目においても、
君が代（唱歌）、支那事変絵本（談話）、戦争ごっこ（自
由遊び）等の保育題材から、当時の戦時色がうかがえるが、
日誌からは、子ども達がいきいきと園生活を過していた様
子が伝わってくる。

昭和18（1943）年度の保育の実際（内容・方法）４）は、昭
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昭和20年代の奈良女子大学附属幼稚園（以下、奈良女大附幼）の保育の実際は、「保育要領―幼児保育の手
引きー」（文部省、昭和23年）を参考にして、幼児の生活に基づいて、戦前の教科的色彩の強い５項目を中心
とした保育を見直し、附属校の特性と奈良の地域性を考慮して、正しい保育の方向性を求めて、昭和24年度試
案保育計画（その基礎）（一）を作成し、その後月案を作成して、実践されていたと考えられる。さらに、昭
和29（1954）年には、昭和24年度試案「保育計画」（その基礎）（一）と月案を反省検討して、幼児の生活経
験を教育の視点から見直し、単元を中心にして秩序立て、組織化して『幼稚園の教育計画』として改訂された
と思われる。単元を中心にしたことについては、当時の主幹であった富永正がデューイの思想に傾倒していた
こと、当時の奈良女子高等師範学校附属小学校（以下、奈良女高師附小）で実践されていた教育形態（しごと・
けいこ・なかよし）に影響を受けて、幼小連携を見据えてのことと考えられる。
（キーワード）昭和20年代、奈良女子大学附属幼稚園、昭和24年度試案保育計画（その基礎）（一）、「月案」、
『幼稚園の教育計画』（昭和29年2月）

新見公立大学紀要　第40巻
pp.  11−18,  2019



和13（1938）年度の保育６課目（遊戯・唱歌・談話・手技・
観察・図画）が保育５項目（遊戯・音楽・談話・手技・観
察）に改められ、保育５項目を基盤として、自由遊び、会
集、行事、生活訓練に関するもの等が行われている。日々
の保育では保母が中心となって画一的に指導していた様
子がうかがえる。特に会集では、画一的・訓練的な様子が
うかがえるが、自由遊びでは子どもの自発性や主体性が尊
重されていた様子も見られる。昭和13（1938）年度と同様
に、項目の複合的な取り扱いや、一題材の各項目の視点か
らの取り扱いや、植物の成長や行事にしたがっての一連の
流れがうかがえるが、取り上げられた題材は昭和13（1938）
年度に比べて少なくなっている。昭和13（1938）年度には
ほぼ毎日2項目の課程保育をしていたことを考えると、会
集の時間が長くなったためと考えられる。日誌からは、戦
時下にあっても、保母は子ども自らが育とうとする力を信
じ、子どもの健やかな成長を願っての保育が行われていた
様子も垣間見られる。なによりも、子ども達が幼稚園で楽
しんで活動し、過ごしていた様子がうかがえる。

本稿では、昭和20年代の保育の実際について、昭和24年
度試案保育計画(その基礎)(一)、月案、『幼稚園の教育計画』
（昭和29年2月）を中心に、考察する。

２．昭和24年度試案「保育計画」（その基礎）（一）

表紙（B4版）に縦書き3行に、昭和二十四年度試案保育計
画（その基礎）（一）、奈良女子大学奈良女子高等師範学
校附属幼稚園、と印字されている。そして、表紙右下に今
西寿子（昭和20年～昭和47年在職）と書かれていることか
ら、当時の幼稚園教諭であった今西寿子のものであったと
考えられる。昭和二十四年度試案保育計画（その基礎）（一）
（以下、「保育計画」（一））は年間保育計画である。ま
た、「保育計画」（一）とあることから、（二）、（三）も
あるのではないかと考えられるが、現存しているのは（一）
のみである。

前文は、表１のとおりである。「保育計画を立てるにあ
たって」の４の幼児教育の五目標５）は、学校教育法（昭和22
年）第23条の幼稚園（目標）のことであると考えられる。前
文より、「保育計画」（一）は、教育基本法（昭和22年）、
学校教育法に則って、「保育要領―幼児教育の手引きー」
（文部省、昭和23年．以下、「保育要領」）を何度も読み、
幼児の生活に基づいて今までの保育を見直し、附属校の特
性と奈良の地域性を考慮して、正しい保育の方向性を求め
て作成されたものであることがうかがえる。

「保育計画」（一）（表２）は、まず月々の保育主題が
記載され、上段から順に次の保育内容が記されている。自
由遊び・ごっこ遊び、見学観察、言語（童話、幼児の言語
及び劇遊び）、音楽・体育（唱歌・鑑賞・リズム・唱歌遊
戯・競技）、絵画、製作、集団生活、健康、安全、年中行

事、家庭との連絡。
当時の主事は、小川正通（以下、小川）である。小川は、

明治41（1908）年に仙台市に生まれ、昭和7（1932）年に、
東北大学文学部哲学科（教育学専攻）を卒業している。そ
の後、奈良女高師教授になり、昭和16（1941）年3月から昭
和27（1952）年8月までの戦前の戦争激化から終戦、戦後へ
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表１．昭和24年度試案「保育計画」（一） 前文
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表２．昭和 24 年度試案「保育計画」（その基礎）（一）



とまさに激動の過渡期に、附属幼稚園の主事を務めた。
小川は、「「保育要領」批判」において、「…「保育要

領」は、保育界にとって、少なくとも三重の、而も画期的
な意義を有していると考える。その一は、…　新保育の具
体的指針・内容・方法等の基準がここに示されたことで
ある。その二は、…　わが国の幼稚園創設以来、殆ど前例
のない保育の基準を全幼稚園教員に提供したことであり、
その三は、更に幼稚園教員のみを対象とせず、保育所保母
にも、更に母親にも役立つよう本書を編集したことであ

る」６）と評価している。さらに、「幼児の発達特質、生活
環境、健康、自立の習慣と責任感を重視したこと、幼児の
一日の生活の輪郭を示すと共に幼児の保育内容を定めた
こと、保育施設と家庭、小学校及び社会との関係を論じた
こと等…」７）についても認めている。しかし、自由主義保
育・個性主義保育への偏りを指摘して一律保育・設定保
育も必要といい、集団生活の尊重の必要性を主張してい
る。また、「従来の学科目的色彩の強かった保育項目を否
定して、楽しい幼児の経験という副題をもった幼児の保育
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表３．月案（三年保育）（昭和 24 年度以後～昭和 26 年度）
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内容を定めたこと…」８）については認めながらも、楽しい
幼児の経験12内容（1.見学、2.リズム、3.休息、4.自由遊び、
5.音楽、6.お話、7.絵画、8.製作、9.自然観察、10.ごっこ遊び・
劇遊び・人形芝居、11.健康教育、12.年中行事）の配列法と
字句の再検討について言及している。

このことから、小川は、「保育計画」（一）において、ま
ず月々の保育主題を決めて保育の方向性を明らかにし、保
育内容に集団経験を加えて保育内容を「自由遊び・ごっこ
遊び、見学観察、言語、音楽・体育、絵画、製作、集団生
活、健康、安全、年中行事、家庭との連絡」としたと考え
られる。そして、言語の経験活動を童話・幼児の言語及び
劇遊びとし、音楽・体育の経験活動を唱歌・鑑賞・リズ
ム・唱歌遊戯・競技として、教諭とともに検討しながら、
幼児の生活に基づいて今までの保育を見直して組織化し
たと考えられる。

３．月案

綴じられていない月案の束が現存している。その一番上
の月案四月に、井関美子（昭和24年～昭和33年在職）と書
かれている。その束の内訳は、次のとおりである。一年保
育（四月～七月、九月～翌年三月）、二年保育年長（四月
～六月、九月～翌年三月）、二年保育年少（四月～七月、九
月）、三年保育（四月、五月、七月）。これら月案には時
期（年）の記載はないが、月案に書かれた井関美子は昭和24
年度から昭和33年度まで在職していること、昭和27年度か
ら一年保育が廃止されたこと、筆者が大橋和子（昭和24年
度～昭和59年度在職）より「富永先生の時に、子どもの体
重が減り、おやつ（牛乳）、昼寝を始めた。また幼稚園キ
ャンプを実施した」と聞いていることから、月案におやつ
（牛乳）・昼寝・幼稚園キャンプの記載がないことを考え
合わせると、これらの月案は昭和24（1949）年度から昭和
26（1951）年度に、園内研修等で各担当者から出された検
討中のものと思われる。三年保育については、小川が戦争
の非常時の最中において、「低年保育（３歳児保育）が必
要である」と主張したことから、昭和20年5月より３歳児保
育を開始している。

月案（表３）は、まず主題と目標が記載され、生活の展
開・補導の着眼点、生活内容、家庭との連絡、評価の欄
（４・５歳児のみ）が設けられている。月案では、主題と
目標において月の保育の方向性をより明確にし、子どもの
発達に即して生活の展開を大まかに定めて補導の着眼点
を記載し、保育内容を生活内容に改めて、保育計画（一）よ
りも組織化し、秩序立てたと思われる。４・５歳児の生活
内容については、さらに次のように分けて記されている。
保健、集団生活、見学観察、表現言語（きく・発表）、音
楽リズム（きく・うたう・ひく・動きのリズム・あそび、
歌の表現）、絵画製作、年中行事。３歳児の生活内容につ

いては、「保健、集団生活、自由遊び、見学観察、表現（言
語（きく・発表）、音楽リズム（きく・うたう・ひく・動
きのリズム）、絵画製作、年中行事」となっている。つま
り、３歳児では、自由遊びが、生活内容の保健、集団生活、
見学観察、表現、年中行事と同等に重視されて位置付けら
れ、４・５歳児では、表現の中の音楽リズムの中にあそび
として位置付けられている。このように、自由遊びを生活
内容に位置付けたことから、戦後は自由遊びが尊重され、
とりわけ３歳児では重視されていたと思われる。このこと
から、子どもの主体性を尊重していた様子もうかがわれ
る。

同時に「アメリカの幼稚園における日課の諸例　附　日
案・週案　」（小川正通訳）が残されている。ここでは、ア
メリカの３教育委員会・３幼稚園・種々の幼稚園の一日
の時程と幼児の活動が紹介され、さらに日案例や週案例が
紹介されている。このことから、小川を中心に「アメリカ
の幼稚園の日課諸例、日案・週案」を参考にして「保育計
画」を見直し、月案において、生活内容の再検討をして改
善したと思われる。

「保育計画」（一）と各月案を見比べてみると、「保育
計画」（一）は月案三年保育と内容が重複する箇所が多い
ことから、三年保育の年間保育計画と考えられる。

さらに、小川は、『60年の歩み』（奈良女大附幼、昭和
46年）の挨拶において、「戦争中の国民保育から、戦後の
自由保育、民主保育への転換も大変でした。来校したアメ
リカ教育使節団に保育の現場を見てもらったこと、３年保
育の開始、日曜日の父親参観の実施、ＰＴＡを組織化しバ
ザーだけでなく、社会教育的活動を試みたことなど。また
全国保育連合会、日本保育学会の会場を引き受けたこと、
全国の附幼主事会を結成したことなども、つい先頃のよう
に思い出されます。」９）と述べていることから、父親参観（日
曜日）やＰＴＡの組織化など園内運営においても積極的に
家庭連携に取り組み、全国附幼主事会結成、全国保育連合
会や保育学会にも積極的に参加して全国組織の中で幼児
教育の質の向上を願っていた様子がうかがえる。

４．『幼稚園の教育計画』10）（昭和29年2月）

昭和27（1952）年度から園長、主幹制がしかれ、園長は
文学部教授がこの園長の任に当たることになり、園長事務
取扱は小泉卓蔵（昭和27年9月～29年3月）、主幹は発達心
理学を専門とする富永正（昭和27年9月～29年3月）が就任
した。富永正（以下、富永）は、『幼稚園の教育計画』の
まえがきにおいて、「学校としての幼稚園の機能は社会的
に望ましい学習が起こるように幼児の経験を秩序づける
ことである…幼児の適切な行動を確保するために、その学
習経験を選択し組織化することは、教育機関としての幼稚
園の重要な仕事でなければならない…幼稚園教育におい
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てもっと単元活動について研究され、いろいろな幼児の経
験がさらに効果的に展開されるように計画され指導され
なければならない。」11）と述べている。『幼稚園の教育計
画』の内容は次のとおりである。一.幼稚園の計画（富永）、
二.教育課程（1.年長組・単元表、2.年少組・単元表、3.三年
保育組・単元表）、三.単元の展開の実例（年長組・年少組）、
四.健康教育の計画、五.生活指導、六.リズム合奏の指導、七
.幼児の劇遊び、八.三年保育児の観察、九.幼稚園のキャンプ
の試み、一〇.母の会の人形芝居。二の教育課程の冒頭文に
おいて、「これは従来使用していたカリキュラムを改訂し
たものであって、全面的に新しい観点から反省検討を加え
たものである」12）と記されている。これらのことから、昭
和24年度試案「保育計画」、その後の月案は、幼児の経験
を「生活という学習」の観点から生活の展開・生活内容を
組織化しようとしていたのに対して、『幼稚園の教育計画』
は、幼児の経験を「教育という学習」の観点から、先のカ
リキュラム(「保育計画」・月案）を反省検討して、単元を
中心にして秩序づけ、組織化して、改訂したものであると
考えられる。単元を中心にしたことについては、当時奈良
女子高等師範学校附属小学校（以下、奈良女高師附小）で、
すでに実践されていたことから、影響を受けていたと思わ
れる。

奈良女高師附小の主事は、大正8（1919）年3月から昭和
15（1926）年12月まで木下竹次（合科学習提唱）、次いで
武田一郎（以下、武田）（昭和15年12月～昭和22年7月）で
ある。武田は、原書でデューイ（Dewey, J. 1859～1952）の
教育哲学を同志の者に1年半の間毎週指導した13）。その後、
昭和22（1947）年12月に、重松鷹泰（以下、重松）が、文
部省教科書局（小学校社会科担当）から、奈良女高師附小
の主事に就任し、昭和22（1947）年12月から昭和27（1952）
年3月まで、主事を務めている。武田の主事の時代に、デュ
ーイの思想を受け継いだ教員らと共に、重松を中心に「し
ごと」「けいこ」「なかよし」という教育構造（教育形態）
をもつ教育計画「奈良プラン」が作成され、昭和23（1948）
年度9月より実施されている。「しごと」は「子どもたち自
身がめあてを持って、めあての実現に向って、共同して全
身全霊を打ち込んでいく生活の部面であって、子どもたち
にめあて達成のため、自己の全能力を傾倒する機会を与え
るとともに、子どもたちに、外なる社会及び自然にはたら
きかけ、自然および社会に対して目が開き、これを合理的
に処理していく態度をつけていきます…すなわち、社会科
および理科の要求しているものの大部分を単元という形
で学習する機会を提供するものといえます。もちろん、国
語、算数、工作、図画、家庭科などの要求に対しても…」14）

として、単元をしごとに位置付けている。「けいこ」は「し
ごとの中で自然に、すなわち必然的に発展させられるもの
以外の、各種能力―その中には直接しごとに必要なものも
あり、ただ発展の契機を与えられるだけのものもあり、そ

の時機に於て発展させることが最も能率的でありながら、
しごとの中では、発展させる機会も、契機も与えられない
ものもあるーを、その時その時に特定し、一定の基準に照
合して、修練させ発展させる生活の部面」15）とし、「各教
科に分立するものではなく、もっと総合的な機動性をもっ
たものであり、特定の能力と修練をねらって傾倒的に実施
されるもの」16）として、具体的には体操や音楽をあげてい
る。「なかよし」は、「子どもたちをして、自分たちの生
活の場を、自分たちの手で形成させる部面」17）とし、具体
的には課外活動としている。

『幼稚園の教育計画』の単元については、富永が、デュ
ーイ説を引用して単元の展開を説明していることからも、
デューイの思想に傾倒していた様子がうかがえる。『幼稚
園の教育計画』において、単元と同様に健康教育、生活指
導、リズム合奏の指導、幼児の劇遊び、幼稚園のキャンプ
の試み、母の会の人形芝居を取り上げていることから、重
要視していた様子がうかがわれる。リズム合奏の指導、幼
児の劇遊びは、奈良女高師附小の「けいこ」的取扱いがう
かがわれ、幼稚園のキャンプは「なかよし」を考慮して開
始されたと思われる。当時の奈良女大附幼の一日の流れを
みると、「登園自由遊びー整理朝会―単元活動―戸外遊び
ー間食休息―集団経験―食事休息―戸外遊びー散園」であ
る。『幼稚園の教育計画』の内容に集団経験がなく、一日
の流れの中に位置づけたのは、単元活動の中にはグルー
プ・個人的あるいは集団的な活動があるとしながらも、集
団経験として取り上げた方がより効果のあるけいこ的活
動もあることを配慮してのことと考えられる。このことか
らも、単元活動だけでなく、奈良女高師附小の教育形態に
影響を受けていた様子がうかがえる。

『幼稚園の教育計画』年長組（５歳児）単元表の単元名
は、「4.9～4.30たのしい幼稚園にしましょう、5.2～5.9子供
の日を祝いましょう、5.11～5.27動物園ごっこをしましょ
う、5.6～5.28野に出て元気に遊びましょう、6.8～6.12時計を
つくりましょう…」である。月案（Ｓ24年度−26年度）の
年長組（５歳児）生活の展開は、「4月：うれしい幼稚園、
仲よしお友達、5月：子供の日、お弁当はじめ、野あそび、
6月：時計、梅雨…」である。このことから、『幼稚園の教
育計画』は、小川の主事時代に生活の展開として実践され
ていた保育を、教育の視点から見直して単元として展開さ
れたと考えられる。IFEL（Institute For Education
Leadership）18）において、「講師のガードルード・エム・
ルイス（Gertrude M.Lewis 以下、ルイス）が、日本の幼
稚園と小学校が分かれていて教育の内容など連絡がとら
れていない。一貫した教育を、と主張されたことにより、幼
稚園から小学校低学年の教育を「幼年教育（３歳から８歳
まで）とした」19）ことから、日本中に幼小連携の必要性の
機運は高まっていたと思われる。奈良県代表として奈良女
大附幼の大橋和子がIFELに参加（昭和25年9月～12月）し
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昭和20年代の奈良女子大学附属幼稚園の保育の実際

ていることから、奈良女大附幼の教育計画は幼小連携のこ
とを考えて、奈良女大附小の教育形態にならって、『幼稚
園の教育計画』を作成したと考えられる。

福元真由美は、「解説１戦後のカリキュラムの出発にお
いて」に、「奈良大附幼のカリキュラム開発は、保育要領
にしばられず自由に行われている。『幼稚園の教育計画』の
六年前に保育要領が出されたが、本書に保育要領への言及
は見当たらない。…本園の保育内容も保育要領に捉われな
い編成で、独自のカリキュラムを開発しようという志向が
みられる」20）と記述している。しかし、昭和24年度「保育
計画」は、「保育要領」を参考にして、生活に基づいて、戦
前の教科的色彩の強い５項目を中心とした保育を見直し、
附属校の特性と奈良の地域性を考慮して、正しい保育の方
向性を求めて作成されたものであること、さらに、「保育
計画」（一）と月案を教育の視点から見直して『幼稚園の
教育計画』が作成されていることを考えると、戦後の奈良
女大附幼のカリキュラムは、「保育要領」に捉われない編
成で、開発されたカリキュラムであるとは言いがたい。

５．おわりに

小川は、「保育要領「六.の幼児の保育内容―楽しい幼児
の経験―」（1.見学、2.リズム、3.休息、4.自由遊び、5.音楽、
6.お話、7.絵画、8.製作、9.自然観察、10ごっこ遊び・劇遊び・
人形芝居、11.健康教育、12.年中行事）を参考にして、保育
計画（一）において、保育内容を「保育主題、自由遊びご
っこ遊び、見学観察、言語（童話、幼児の言語及び劇遊び）、
音楽・体育（唱歌・鑑賞・リズム・唱歌遊戯・競技）、絵
画、製作、集団生活、健康、安全、年中行事、家庭との連
絡」とした。さらに検討をして、月案では、まず主題と目
標が記載され、生活の展開、補導の着眼点、生活内容、家
庭との連絡、評価の欄（４・５歳児のみ）が設けられてい
る。４・５歳児の生活内容については、さらに次のように
記されている。保健、集団生活、見学観察、表現「言語（き
く・発表）、音楽リズム（きく・うたう・ひく・動きのリ
ズム・あそび、歌の表現）、絵画製作」、年中行事。３歳
児の生活内容については、自由遊びが、生活内容の保健、集
団生活、見学観察、表現、年中行事と同等に重視されて位
置づけられている。このことから、「保育要領」を参考に
しながら、幼児の経験内容を羅列的に並べるのではなく、
子どもの発達の視点、及び子どもの生活内容の枠組みを考
えながら組織化しようとしている様子がうかがわれる。

以上のことから、昭和20年代の奈良女大附幼の保育の実
際は、戦前の教科的色彩の強い５項目を中心とした保育か
ら、昭和24（1949）年に、幼児の生活経験を中心とした保
育へパラダイムチェンジして、実践されていたと考えられ
る。さらに、昭和29（1954）年には、幼児の経験を、生活
から教育に焦点をあわせて見直し、先のカリキュラム(「保

育計画」・月案）を反省検討して、単元を中心にして秩序
づけ、組織化して、改訂されたと考えられる。単元を中心
にしたことについては、当時、奈良女高師附小で実践され
ていた教育形態（しごと・けいこ・なかよし）を見据えて
幼小連携を考えてのことと思われる。

昭和31（1956）年に、文部省は「保育要領」を改訂して、
「幼稚園教育要領」を編集した。その後、奈良女大附幼の
保育の実際はどのように変化し、発展していくのかについ
ては、今後の課題にしたい。

本研究は、日本保育学会第72回大会で発表したものを加
筆修正したものである。資料を提供していただきました奈
良女子大学附属幼稚園の先生方に謝意を表します。
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